
様式第６号（第10条関係） 

 

宅地造成又は特定盛土等に関する工事の定期報告書 

年  月  日   

  （宛先）静岡市長 

 

報告者 

住 所 
法人にあっては、その 

主たる事務所の所在地 

 

氏 名 
法人にあっては、その 

名称及び代表者の氏名 

 

 

宅地造成及び特定盛土等規制法 
第19条第１項 

の規定により、次のとおり報告します。 
第38条第１項 

１ 許可年月日及び許可番号  

２ 土地の所在地及び地番  

３ 前回の報告年月日  

報告事項 許可時の計画 
今回の報告 

第 回 
前回の報告 

報
告
の
時
点
の
工
事
の
実
施
の
状
況 

盛土 

４ 高さ ｍ ｍ ｍ 

５ 面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

６ 土量 ㎥ ㎥ ㎥ 

切土 

７ 高さ ｍ ｍ ｍ 

８ 面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

９ 土量 ㎥ ㎥ ㎥ 

 

 

 



報告事項 施設又は工種 

施行状況 

未設置 施行中 設置済 撤去済 

報
告
の
時
点
の
工
事
の
実
施
の
状
況 

10 
擁壁等に関する工

事の施行状況 

□擁壁 □ □ □  

□崖面崩壊防止施設 □ □ □  

□排水施設 □ □ □  

□地滑り抑止ぐい □ □ □  

□グラウンドアンカー □ □ □  

□その他（       ） □ □ □  

11 
災害の防止のために

必要な措置の状況 

□仮設防災調整池 □ □ □ □ 

□防災ダム □ □ □ □ 

□沈砂池 □ □ □ □ 

□仮排水路 □ □ □ □ 

□法面保護工 □ □ □ □ 

□その他（       ） □ □ □ □ 

12 
報告に係る期間中に用

いた土石 
別紙のとおり 

備考  

（注） 

１ 不要な文字は、抹消してください。 

２ 10欄及び11欄は、該当する「施設又は工種」の□にレ点を記入した上で、「施行状況」

の該当する□にレ点を記入してください。



別紙 

報告に係る期間中に用いた土石 

（注） 

１ 「土石の性質」欄は、該当する□にレ点を記入してください。 

２ 「発生場所の情報」欄の「発生場所」の「名称」は、当該発生場所が工事現場であるときは、当該工事の発注者及び名称を記入してください。 

３ 管理者が法人であるときは、「発生場所の情報」欄の「管理者」の「氏名」には、当該法人の名称及び代表者の氏名を記入してください 

番号 土石の性質 土石の数量 発生場所の情報 

１ 

□粒度の良い砂 
□礫及び細粒分混じり礫 
□粒度の悪い砂 
□岩塊 
□砂質土、硬い粘質土 
□その他 
（火山灰質粘性土、特殊土壌など） 

㎥ 

発生場所 
所在地及び地番  

名称  

管 理 者 
住所  

氏名  

２ 

□粒度の良い砂 
□礫及び細粒分混じり礫 
□粒度の悪い砂 
□岩塊 
□砂質土、硬い粘質土 
□その他 
（火山灰質粘性土、特殊土壌など） 

㎥ 

発生場所 
所在地及び地番  

名称  

管 理 者 
住所  

氏名  

３ 

□粒度の良い砂 
□礫及び細粒分混じり礫 
□粒度の悪い砂 
□岩塊 
□砂質土、硬い粘質土 
□その他 
（火山灰質粘性土、特殊土壌など） 

㎥ 

発生場所 
所在地及び地番  

名称  

管 理 者 
住所  

氏名  

４ 

□粒度の良い砂 
□礫及び細粒分混じり礫 
□粒度の悪い砂 
□岩塊 
□砂質土、硬い粘質土 
□その他 
（火山灰質粘性土、特殊土壌など） 

㎥ 

発生場所 
所在地及び地番  

名称  

管 理 者 
住所  

氏名  

５ 

□粒度の良い砂 
□礫及び細粒分混じり礫 
□粒度の悪い砂 
□岩塊 
□砂質土、硬い粘質土 
□その他 
（火山灰質粘性土、特殊土壌など） 

㎥ 

発生場所 
所在地及び地番  

名称  

管 理 者 
住所  

氏名  


